
平成29年度決算を認定しました！

野木町
議 会
だより

野木町
議 会
だより

第123号
平成30年11月1日
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④～⑨
⑩～⑮
⑯
⑰
⑱

平成29年度決算の概要
主 な 議 案 審 議
一 　 般 　 質 　 問
特 集「決 算 審 議」
シリーズ「議会のおしごと」
賛否の分かれた案件

明日を見つめ
しっかりチェック!!
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町　税
3,693,805
（42.9％）

その他
635,536
（7.4％）

県支出金
624,144
（7.2％）
国庫支出金
931,120
（10.8％）
地方交付税
661,016
（7.7％）

町　債
817,900
（9.5％）

その他
228,284
（2.6％）

繰越金
208,193
（2.4％）

繰入金
815,010
（9.5％）

単位（千円）
（構成比率）

総務費
1,062,836
（13.1％）

商工費
76,453
（0.9％）

議会費
112,696
（1.4％）

消防費
300,193
（3.7％）

公債費
555,334
（6.8％）

農林水産業費
391,085
（4.8％）

衛生費
702,426
（8.6％）

単位（千円）
（構成比率）

土木費
947,111
（11.6％）

民生費
2,726,755
（33.5％）

教育費
1,262,644
（15.5％）

一

般

会

計

　

歳
入
は
、
町
税
が
予
算
現
額
を
上
回

る
調
定
を
し
、そ
の
調
定
額
の
97
・
５
％

に
あ
た
る
36
億
９
３
８
０
万
５
４
１
９

円
の
収
入
を
確
保
で
き
た
。

　

町
税
の
不
納
欠
損
額
は
、
１
１
０
１

万
６
９
３
０
円
で
前
年
度
比
２
２
４
万

８
４
８
８
円
（
16
・
9
％
）
の
減
と
な
っ

て
い
る
。

　

歳
出
は
、
予
算
現
額
に
対
し
て
、
支

出
済
額
81
億
３
７
５
３
万
３
１
１
５
円
、

執
行
率
94
・
４
％
、
前
年
度
比
で
4
・

6
ポ
イ
ン
ト
高
く
な
っ
て
い
る
。

　

不
用
額
は
、
３
億
４
１
０
２
万
３
８

８
５
円
で
前
年
度
比
１
３
０
５
万
８
４

９
５
円
（
4
・
0
％
）
の
増
で
あ
る
。

　

地
方
交
付
税
は
、
６
億
６
１
０
１
万

６
千
円
で
あ
り
、
前
年
度
比
１
２
３
３

万
３
千
円
（
1
・
9
％
）
の
増
と
な
っ

て
い
る
。

　

９
月
５
日
、
平
成
29
年
度
会
計
決
算
は
、
一
般
会
計
と
７
つ
の
特
別
会
計
、

水
道
事
業
会
計
の
説
明
、
監
査
委
員
に
よ
る
決
算
監
査
報
告
を
受
け
、
予
算
決

算
常
任
委
員
会
へ
付
託
し
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
主
要
事
業
ご
と
の
決
算
説
明
、、
質
疑
等
を
経
て
各
会
計
決

算
に
つ
い
て
「
認
定
す
べ
き
」
と
判
断
し
、
９
月
19
日
の
本
会
議
（
最
終
日
）

で
は
、
当
該
委
員
会
の
審
議
結
果
報
告
（
答
申
）
を
受
け
て
表
決
を
行
い
、
全

会
計
の
決
算
を
認
定
し
ま
し
た
。

平
成
29
年
度
会
計

決
算
を
認
定

歳　　入

歳　　出

決算額　8,615,008 千円

決算額　8,137,533 千円
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そ
の
使
わ
れ
た
結
果
を
予
算
に
照
ら
し
て

検
討
し
、
以
後
の
行
財
政
運
営
の
改
善
に

役
立
て
る
決
算
審
査
の
重
要
な
意
義
が
あ

る
と
考
え
る
。

　

決
算
審
査
の
着
眼
点
と
し
て
、
歳
入
の

審
査
に
当
た
っ
て
は
４
項
目
、
ま
た
歳
出

の
審
査
に
当
た
っ
て
は
５
項
目
が
議
員
必

携
で
解
説
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
観
点
か

ら
審
議
し
た
結
果
、
歳
入
歳
出
と
も
特
に

不
認
定
と
す
る
積
極
的
な
理
由
が
な
い
と

判
断
し
、
賛
成
す
る
も
の
で
あ
る
。

討

論

【
一
般
会
計
決
算
認
定
】

（
反
対
）

宮
㟢
美
知
子　

議
員

①
南
赤
塚
小
は
、
３
年
前
に
校
舎
大
規
模

改
修
工
事
を
実
施
し
た
。
給
食
室
は
改
修

対
象
外
と
し
た
が
、
昨
年
、
そ
の
給
食
室

の
改
修
等
に
２
２
１
万
円
が
支
出
さ
れ
た

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

４
億
円
近
い
金
を
掛
け
な
が
ら
、
肝
心

の
床
の
亀
裂
や
雨
漏
り
を
見
逃
し
た
“
大

規
模
改
修
”
と
は
何
だ
っ
た
の
か
。

②
友
沼
小
の
校
舎
大
規
模
改
修
額
が
確
定

し
た
。
改
修
計
画
額
は
2
億
円
弱
だ
っ
た

が
、
入
札
競
争
を
経
て
も
３
億
１
２
０
０

万
円
と
は
、
膨
ら
み
過
ぎ
だ
。

　

町
長
が
他
校
と
の
公
平
性
を
重
視
し
た

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
も
、
南
赤
塚
小
に
次

ぐ
改
修
な
の
に
実
施
設
計
委
託
に
含
め
ず
、

契
約
後
に
設
計
変
更
し
た
。
計
画
自
体
も

コ
ン
サ
ル
頼
み
だ
っ
た
か
。

�（
賛
成
）

黒
川　
　

広　

議
員

　

賛
成
の
立
場
か
ら
意
見
を
申
し
上
げ
る
。

　

決
算
の
認
定
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
税

金
の
使
い
方
を
決
め
る
予
算
の
審
議
と
、

	 特　別　会　計� （単位：千円）

会　　計　　名 予算現額 歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出差引額

国民健康保険特別会計 3,302,662 3,378,009 3,130,716 247,293

介 護 保 険 特 別 会 計 1,913,792 1,953,446 1,855,128 98,318

後期高齢者医療特別会計 281,040 280,101 277,486 2,615

農業集落排水事業特別会計 67,464 67,540 65,400 2,140

公共下水道事業特別会計 751,824 761,935 744,156 17,779

町営墓地事業特別会計 58,003 57,862 31,640 26,221

野木東工業団地周辺開発事業特別会計 13,921 13,920 13,920 0

	 水道事業会計� （単位：千円）

収　　　入 支　　　出 差　引　額

収 益 的 収 支 391,594 350,197 41,397

資 本 的 収 支 21,728 447,812 △ 426,086

＊資本的収支に係る不足額 426,086 千円は、内部留保資金等で補てん。

ち
ょ
っ
と
知
り
た
い
財
政
用
語

【
予
算
現
額
】

　

当
該
年
度
に
執
行
す
る
全
事
業
の
も

と
と
な
る
予
算
の
総
額
で
、
当
初
予
算

に
補
正
予
算
や
前
年
度
か
ら
の
繰
越
事

予
算
を
加
減
し
た
総
額
の
こ
と
で
す
。

【
調
定
額
】

　

歳
入
の
内
容
を
具
体
的
に
調
査
し
、

収
入
す
べ
き
金
額
を
決
定
す
る
行
為
の

こ
と
で
す
。

【
不
納
欠
損
額
】

　

す
で
に
調
定
し
た
歳
入
の
う
ち
、
督

促
等
を
行
な
っ
て
も
な
お
納
付
さ
れ
ず

に
時
効
を
迎
え
た
場
合
や
、
法
令
に
基

づ
い
て
債
務
を
免
除
し
た
場
合
に
、
損

失
と
し
て
処
分
す
る
額
の
こ
と
で
す
。
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９月５日から１９日までの１５日間の会期で、「平成３０年第３回野木町
議会定例会」を開催しました。

本会議では、町長から提案された議案２０件、議員提案による議案１件、
陳情２件を審議しました（審議の結果等は４ページ以降をご覧ください）。

また、一般質問では、６名の議員により、町政に関する様々な事項につ
いて問い質されました（各議員による一般質問は１１ページ以降をご覧く
ださい）。

なお、本定例会より、各会計決算の認定、および一般会計補正予算（第
２号）の審議を予算決算常任委員会へ付託し、各課局単位による事務事業
別の決算審議を行ないました。

平成30年９月定例会（９月５日～ 19日）の議案審議結果
条例の制定や、平成29年度の会計決算などを審議しました。

議案番号 件　　　　　　　　　名 賛成・反対 議決結果

第 １ 号 野木町総合サポートセンター設置条例の制定 全員賛成 可　決

第 ２ 号 野木町税条例の一部を改正する条例 全員賛成 可　決

第 ３ 号 平成30年度野木町一般会計 補正予算（第１号） 全員賛成 可　決

第 ４ 号 平成30年度野木町国民健康保険特別会計 補正予算（第１号） 全員賛成 可　決

第 ５ 号 平成30年度野木町介護保険特別会計 補正予算（第１号） 賛成多数 可　決

第 ６ 号 平成30年度野木町後期高齢者医療特別会計 補正予算（第１号） 全員賛成 可　決

第 ７ 号 平成30年度野木町農業集落排水事業特別会計 補正予算（第１号） 全員賛成 可　決

平成30年　第3回　野木町議会定例会
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議案番号 件　　　　　　　　　名 賛成・反対 議決結果

第 ８ 号 平成30年度野木町公共下水道事業特別会計 補正予算（第１号） 全員賛成 可　決

第 ９ 号 平成30年度野木町水道事業会計補正予算（第１号） 全員賛成 可　決

第 1 0 号 平成29年度野木町一般会計歳入歳出決算の認定 賛成多数 認　定

第 1 1 号 平成29年度野木町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定 全員賛成 認　定

第 1 2 号 平成29年度野木町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定 全員賛成 認　定

第 1 3 号 平成29年度野木町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定 全員賛成 認　定

第 1 4 号 平成29年度野木町農業集落排水事業歳入歳出決算の認定 全員賛成 認　定

第 1 5 号 平成29年度野木町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定 全員賛成 認　定

第 1 6 号 平成29年度野木町営墓地事業特別会計歳入歳出決算の認定 全員賛成 認　定

第 1 7 号
平成29年度野木町野木東工業団地周辺開発事業特別会計歳入歳出決
算の認定

全員賛成 認　定

第 1 8 号 平成29年度野木町水道事業会計歳入歳出決算の認定 全員賛成 認　定

第 1 9 号 教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて 全員賛成 可　決

第 2 0 号 柿沼　守議員に対する議員辞職勧告決議案 賛成多数 可　決

追加議案 件　　　　　　　　　名 賛成・反対 議決結果

第 １ 号 平成30年度野木町一般会計 補正予算（第２号） 賛成多数 可　決

陳　　情 件　　　　　　　　　名 賛成・反対 議決結果

第 1 号 東海第二原発の稼動延長を認めない意見書の提出を求める陳情 賛成少数 不採択

第 2 号
難病医療費助成制度の改善を求める国への意見書提出に関する陳情
書

賛成少数 不採択

お詫びと訂正
　議会だより第122号（平成30年８月１日発行）において、以下のとおり掲
載内容に不備がありましたので、お詫びして訂正いたします。

・２ページ本文５行目　（誤）正副議長　→　（正）正副委員長
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本
会
議
に
お
い
て
審
議
し
た
議
案

条
例
の
一
部
改
正

野
木
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

町
民
税
に
関
す
る
非
課
税
措
置
や
控
除

額
に
関
す
る
規
定
な
ど
の
ほ
か
、
固
定
資

産
税
、
た
ば
こ
税
に
関
す
る
規
定
に
つ
い

て
、
改
正
地
方
税
法
と
の
整
合
性
を
図
る

た
め
、
本
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の

で
す
。補

正

予

算

一
般
会
計
（
第
１
号
）

予
算
に
２
２
６
４
万
８
千
円
を
追
加
し
、

総
額
が
77
億
８
２
６
４
万
８
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
４
月
の
人
事
異
動
に
伴
な
う

人
件
費
の
補
正
の
ほ
か
、
体
育
セ
ン
タ
ー

防
水
工
事
設
計
業
務（
４
２
８
万
円
）、
ふ

る
さ
と
応
援
寄
付
金
事
業（
３
９
３
万
円
）、

産
地
づ
く
り
モ
デ
ル
地
域
育
成
事
業（
２

６
６
万
円
）、
農
地
集
積
協
力
金
交
付
事

業（
２
１
０
万
円
）道
路
維
持
補
修
業
務

（
２
５
０
万
円
）な
ど
の
増
な
ど
が
主
な
理

由
で
す
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

（
第
１
号
）

予
算
に
１
７
０
万
円
を
追
加
し
、
総
額

が
28
億
５
６
７
８
万
９
千
円
と
な
り
ま
し

た
。こ

れ
は
、
前
年
の
医
療
給
付
等
の
事
業

実
績
に
よ
る
国
交
付
金
の
精
算
金（
１
４

０
万
円
）、
人
事
異
動
に
伴
う
職
員
給
与

費（
30
万
円
）の
増
に
よ
る
も
の
で
す
。

介
護
保
険
特
別
会
計（
第
１
号
）

予
算
に
２
５
９
２
万
５
千
円
を
追
加
し
、

総
額
が
18
億
８
６
２
万
８
千
円
と
な
り
ま

し
た
。

こ
れ
は
、
前
年
度
決
算
に
伴
う
一
般
会

計
へ
の
繰
出
金（
２
０
４
２
万
円
）、
事
業

精
算
に
よ
る
国
庫
負
担
金
等
返
納
金（
１

３
２
万
円
）、
人
事
異
動
に
よ
る
職
員
給

与
費（
４
１
９
万
円
）の
増
に
よ
る
も
の
で

す
。

討

論

介
護
保
険
特
別
会
計（
第
１
号
）

（
反
対
）

柿
沼　
　

守　

議
員

①
繰
越
金
４
３
５
６
万
円
に
つ
い
て
。
昨

年
度
の
決
算
が
５
月
に
確
定
し
て
繰
越
金

は
９
８
３
１
万
円
と
な
っ
た
。

　

９
月
の
補
正
で
、
４
３
５
６
万
円
を
計

上
し
て
い
る
が
、
差
額
５
４
７
４
万
円
は

平
成
30
年
度
の
予
算
で
計
上
さ
れ
て
い
な

い
。

　

５
月
に
確
定
し
た
多
額
の
繰
越
金
９
８

３
１
万
円
は
、
全
額
９
月
で
補
正
計
上
す

べ
き
で
あ
る
。

②
未
計
上
の
昨
年
度
繰
越
金
５
４
７
４
万

円
は
、
ほ
ぼ
町
民
の
納
め
た
昨
年
度
の
介

護
保
険
料
の
予
算
差
額
で
す
。

こ
れ
は
、
被
保
険
者
一
人
当
た
り
約
７

千
円
に
な
る
。
予
算
で
保
険
料
の
算
定
が

高
く
甘
か
っ
た
結
果
で
あ
る
。

平
成
31
年
度
の
予
算
策
定
で
、
介
護
保

険
料
の
見
直
し
改
定
を
求
め
る
。

高
齢
化
で
厳
し
い
状
況
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
き
め
細
か
に
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
低

下
さ
せ
な
い
で
、
無
駄
な
費
用
を
抑
制
す

る
堅
実
な
予
算
を
立
て
る
事
を
提
言
す
る
。

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

（
第
１
号
）

予
算
か
ら
１
５
０
万
円
を
減
額
し
、
総

額
が
２
億
９
１
４
６
万
９
千
円
と
な
り
ま

し
た
。

こ
れ
は
、
決
算
に
伴
う
一
般
会
計
へ
の

繰
出
金（
２
０
９
万
円
）、
事
業
精
算
に
よ

る
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
納
付
金

（
53
万
円
）の
増
、
人
事
異
動
に
伴
う
職
員

給
与
費（
４
１
３
万
円
）の
減
に
よ
る
も
の

で
す
。

農
業
集
落
配
水
事
業
特
別
会
計

（
第
１
号
）

予
算
か
ら
25
万
８
千
円
を
減
額
し
、
総

額
が
６
０
６
９
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
農
業
集
落
排
水
シ
ス
テ
ム
構

築
業
務（
36
万
円
）の
増
、
人
事
異
動
に
伴

う
職
員
給
与
費（
62
万
円
）、
の
減
に
よ
る

も
の
で
す
。

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

（
第
１
号
）

予
算
に
２
４
０
万
７
千
円
を
追
加
し
、

総
額
が
７
億
７
７
６
７
万
２
千
円
と
な
り

ま
し
た
。
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こ
れ
は
、
下
水
管
理
シ
ス
テ
ム
構
築
業

務（
１
５
９
万
円
）の
減
、
人
事
異
動
に
伴

う
職
員
給
与
費（
３
９
９
万
円
）、
の
増
に

よ
る
も
の
で
す
。

水
道
事
業
会
計
（
第
１
号
）

収
益
的
支
出
に
35
万
円
を
増
額
し
、
総

額
を
３
億
４
４
０
４
万
１
千
円
、
資
本
的

支
出
に
つ
い
て
６
９
３
万
６
千
円
を
増
額

し
、
総
額
を
２
億
９
２
３
２
万
４
千
円
と

し
ま
し
た
。

収
益
的
支
出
に
つ
い
て
は
、
人
事
異
動

に
よ
る
人
件
費
の
補
正
で
、
資
本
的
収
支

に
つ
い
て
は
、
上
水
道
施
設
管
理
シ
ス
テ

ム
構
築
業
務（
１
７
１
万
円
）の
減
、
及
人

事
異
動
に
よ
る
人
件
費（
５
２
２
万
円
）の

減
に
よ
る
も
の
で
す
。

人

事

教
育
委
員
会
委
員

○
小 

俣　

多
美
枝 

氏（
新
任
）

大
字
野
木
在
住

委
員
の
任
期
満
了
に
伴
な
い
、
新
た
な

委
員
の
任
命
に
つ
い
て
同
意
を
求
め
ら
れ
、

全
員
賛
成
で
同
意
し
ま
し
た
。

報

告

平
成
29
年
度
健
全
化
判
断
比
率

及
び
資
金
不
足
比
率

地
方
自
治
体
の
財
政
状
況
を
示
す
指
針

の
一
つ
で
あ
る「
健
全
化
判
断
比
率
及
び

資
金
不
足
比
率
」並
び
に
、
そ
の
算
定
の

基
礎
を
記
載
し
た
書
類
は
、
決
算
審
査
の

結
果
、
い
ず
れ
も
適
正
に
作
成
さ
れ
て
い

る
と
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

予
算
決
算
常
任
委
員
会
に

付
託
さ
れ
た
議
事
案
件

補

正

予

算

一
般
会
計
（
第
２
号
）

予
算
に
５
８
３
万
２
千
円
を
追
加
し
、

総
額
が
77
億
８
８
４
８
万
円
と
な
り
ま
し

た
。こ

れ
は
、
野
木
町
総
合
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
内
に
設
置
さ
れ
て
い
た
既
存
の
空
調

機
器
の
故
障
に
伴
う
更
新
工
事
の
増（
５

８
３
万
円
）に
よ
る
も
の
で
す
。

※
本
件
は
追
加
議
案
と
し
て
最
終
日
に
提

案
さ
れ
ま
し
た
。

￥

討

論

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

（
反
対
）

坂
口　

進
治　

議
員

①
野
木
町
総
合
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
エ
ア

コ
ン
は
、
建
物
の
改
修
工
事
が
完
了
し
た

時
点
で
当
然
稼
働
し
て
い
る
も
の
で
す
。

な
ぜ
な
ら
、
建
築
改
修
工
事
の
中
に
は
設

備
も
含
め
施
設
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
設
計
す
る
の
は
常
識
で
す
。

②
エ
ア
コ
ン
を
設
置
し
て
18
年
経
過
し
て

い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
点
検
す
る
の
は
当

然
で
す
。

③
木
造
建
築
後
39
年
経
過
し
て
い
る
建
物

を
改
修
工
事
し
て
も
、
安
全
安
心
な
公
共

施
設
に
な
る
と
は
考
え
に
く
い
、
事
実
先

日
の
台
風
21
号
で
屋
根
の
一
部
が
破
損
し

た
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
修
繕
箇
所
が
出
て
く
る
こ
と
は

明
ら
か
で
す
。

�

（
賛
成
）

舘
野　

孝
良　

議
員

討
論
と
は
自
分
の
意
見
へ
の
賛
同
を
求

め
る
も
の
で
あ
る
。

反
対
議
員
は
総
合
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

エ
ア
コ
ン
設
置
の
予
算
に
反
対
の
意
見
を

述
べ
ま
し
た
が
、
私
に
は
そ
の
理
由
が
納

得
で
き
ま
せ
ん
。

エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ
い
て
は
町
執
行
部

の
思
い
込
み
は
あ
っ
た
が
、
町
民
の
利
便

性
を
考
え
る
と
エ
ア
コ
ン
設
置
は
必
要
で

す
。今

年
の
夏
の
猛
暑
を
思
い
出
し
て
く
だ

さ
い
。

反
対
議
員
は
、
町
民
が
快
適
な
部
屋
で

相
談
す
る
こ
と
に
反
対
す
る
の
で
は
な
く
、

今
か
ら
で
も
補
正
予
算
の
目
的
を
熟
慮
の

上
、
賛
成
し
て
く
だ
さ
い
。

�（
反
対
）

柿
沼　
　

守　

議
員

①
野
木
町
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
、
旧
丸

林
保
育
所
の
活
用
で
、
改
修
費
用
８
４
４

８
万
円
を
か
け
て
完
成
し
た
。

こ
の
改
修
工
事
の
設
計
業
務
委
託
料
４

６
０
万
円
に
は
、
電
気
・
機
械
設
備
の
改

修
も
含
ま
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
エ
ア
コ
ン
が
壊
れ
て
使
用
出
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来
な
い
事
の
追
加
エ
ア
コ
ン
改
修
工
事
５

８
３
万
円
で
あ
る
。
こ
れ
は
改
修
工
事
の

設
計
見
積
が
あ
い
ま
い
で
あ
っ
た
事
。
更

に
先
日
の
台
風
で
屋
根
が
め
く
れ
て
修
理

も
与
儀
無
く
さ
れ
て
い
る
。

よ
っ
て
町
執
行
部
に
、
猛
省
を
促
し
、

今
後
の
設
計
業
務
委
託
で
、
追
加
工
事
の

な
い
確
り
と
し
た
ミ
ス
の
無
い
適
正
な
設

計
見
積
を
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

�（
賛
成
）

黒
川　
　

広　

議
員

賛
成
の
立
場
で
意
見
を
申
し
上
げ
る
。

予
算
決
算
常
任
委
員
会
で
も
発
言
し
た

が
、
補
正
予
算
の
執
行
と
原
因
追
求
は
分

け
て
考
え
る
べ
き
だ
。

原
因
追
求
も
必
要
で
あ
る
が
、
議
会
の

判
断
と
し
て
は
、
町
民
の
利
便
性
を
優
先

し
て
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、
こ
の
補
正
予

算
を
認
め
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、

こ
の
考
え
を
否
定
す
る
こ
と
に
な
る
。

原
因
追
求
は
再
発
防
止
上
必
要
で
あ
り
、

執
行
部
に
は
、
原
因
分
析
を
徹
底
し
て
行

い
、
手
順
書
や
チ
ェ
ッ
ク
表
等
を
作
成
す

る
な
ど
、
再
発
防
止
に
取
り
組
む
こ
と
を

強
く
求
め
、
賛
成
討
論
と
す
る
。

総
務
経
済
常
任
委
員
会
に

付
託
さ
れ
た
議
事
案
件

陳

情

「
東
海
第
二
原
発
の
稼
動
延
長

を
認
め
な
い
意
見
書
の
提
出
」

を
求
め
る
陳
情

東
海
第
二
原
子
力
発
電
所
に
お
い
て
、

過
酷
事
故
が
発
生
し
た
場
合
、
そ
れ
に

よ
っ
て
放
出
さ
れ
る
放
射
性
物
質
に
よ
り
、

栃
木
県
内
で
大
き
な
被
害
が
発
生
す
る
恐

れ
が
あ
る
と
し
て
、
当
該
施
設
の
40
年
を

超
え
る
運
転
を
認
め
な
い
こ
と
を
国
に
対

し
て
要
望
す
る
意
見
書
提
出
を
求
め
る
陳

情
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

野
木
町
議
会
で
は
こ
れ
を
総
務
経
済
常

任
委
員
会
へ
付
託
し
、
委
員
会
審
議
し
た

と
こ
ろ
、「
国
の
諮
問
機
関
が
検
討
し
た
経

緯
や
、
周
辺
地
域
か
ら
の
要
望
等
の
意
見

も
聞
こ
え
て
い
な
い
現
状
で
は
判
断
が
困

難
で
あ
る
」な
ど
の
議
論
を
経
て
、「
不
採

択
と
す
べ
き
」と
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
本
会
議
に
お
い
て
も
委
員
会
審

議
結
果
報
告
を
受
け
、
採
決
を
行
い
ま
し

た
が
同
様
に
、「
不
採
択
」と
な
り
ま
し
た
。

￥

討

論

「
東
海
第
二
原
発
の
稼
動
延
長
を
認
め
な

い
意
見
書
の
提
出
」を
求
め
る
陳
情

（
賛
成
）

宮
﨑　

美
知
子　

議
員

残
酷
な
体
内
被
曝
死
の
犠
牲
者
を
出
し

た
、
１
９
９
９
年
の
東
海
第
二
原
発
関
連

施
設
で
あ
る
㈱
J
C
O
の
事
故
で
は
、
1

㎎
の
ウ
ラ
ン
が
核
分
裂
し
た
と
い
う
。
1

日
当
た
り
2
～
3
㎏
の
ウ
ラ
ン
が
核
分
裂

し
て
い
る
東
海
原
発
で
事
故
が
起
き
れ
ば
、

19
年
前
ど
こ
ろ
で
は
な
い
。

東
海
第
二
原
発
の
他
の
原
発
に
は
な
い

怖
さ
と
し
て
、
原
発
関
連
施
設
と
の
同
時

複
合
災
害
の
危
険
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

今
年
40
年
と
な
る
老
朽
原
発
の
更
な
る
稼

働
延
長
は
認
め
ら
れ
な
い
と
す
る
陳
情
を

採
択
し
、
事
前
協
議
が
ヤ
マ
場
を
迎
え
て

い
る
地
元
6
市
村
に
、
意
見
書
に
よ
る
警

鐘
を
鳴
ら
す
べ
き
だ
。

現
在
、
東
電
管
内
で
稼
働
す
る
原
発
は

1
基
も
な
い
が
、
記
録
的
猛
暑
の
今
夏
も

電
力
供
給
は
ほ
ぼ
安
定
的
だ
っ
た
。

文
教
民
生
常
任
委
員
会
に

付
託
さ
れ
た
議
事
案
件

条

例

の

制

定

野
木
町
総
合
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
設
置
条
例

野
木
町
総
合
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
新

た
に
設
置
す
る
た
め
、
本
条
例
を
制
定
し

ま
す
。

本
条
例
の
制
定
を
受
け
て
、
当
該
施
設

は
10
月
15
日
よ
り
業
務
の
一
部
を
稼
動
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

野木町総合サポートセンター
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陳

情

難
病
医
療
費
助
成
制
度
の
改
善

を
求
め
る
国
へ
の
意
見
書
提
出

に
関
す
る
陳
情
書

難
病
の
患
者
に
対
す
る
医
療
等
に
関
す

る
法
律
」の
施
行
に
よ
り
、
医
療
費
助
成

の
対
象
疾
病
が
大
幅
に
拡
大
さ
れ
、
受
診

機
関
単
位
で
あ
っ
た
月
額
自
己
負
担
上
限

が
患
者
単
位
に
な
る
等
の
改
善
が
行
な
わ

れ
た
一
方
で
、
自
己
負
担
額
の
引
き
上
げ

や
認
定
基
準
の
強
化
な
ど
が
行
な
わ
れ
た

と
し
て
、
国
に
対
し
当
該
制
度
の
改
善
を

求
め
る
意
見
書
提
出
に
関
す
る
陳
情
書
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

野
木
町
議
会
で
は
、
こ
れ
を
文
教
民
生

常
任
委
員
会
に
付
託
し
、
委
員
会
審
議
し

た
と
こ
ろ「
法
施
行
後
の
期
間
が
短
い
」、

「
患
者
本
人
等
か
ら
の
具
体
的
な
声
が
上

が
っ
て
お
ら
ず
、
実
態
把
握
が
困
難
で
あ

る
」な
ど
の
議
論
を
経
て
、「
不
採
択
と
す

べ
き
」と
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
本
会
議
に
お
い
て
も
委
員
会
審

議
結
果
報
告
を
受
け
、
採
決
を
行
い
ま
し

た
が
同
様
に
、「
不
採
択
」と
な
り
ま
し
た
。

議
員
提
案
に
よ
る
議
案

辞
職
勧
告
決
議

柿
沼　
守
議
員
に
対
す
る
議
員

辞
職
勧
告
決
議
案

「
議
会
報
告
会
に
対
す
る
意
見
書
」に
係

る
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、
金
銭
授
受
に

関
す
る
指
摘
を
受
け
た
柿
沼
議
員
に
対
し

「
司
法
の
場
で
自
身
の
潔
白
を
証
明
さ
れ

た
い
」と
し
た
委
員
会
答
申
を
平
成
29
年

12
月
定
例
会
で
採
択
し
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
誠
実
な
対
応
を
と
る

努
力
を
怠
り
、
議
決
に
背
を
向
け
る
柿
沼

議
員
の
言
動
が
、
議
会
の
名
誉
と
権
威
を

傷
つ
け
、
町
民
の
信
頼
を
失
墜
さ
せ
る
も

の
で
あ
る
と
し
て
、
当
該
議
員
に
対
す
る

辞
職
勧
告
を
３
月
・
６
月
定
例
会
で
決
議

し
ま
し
た
。

そ
の
後
も
、
議
決
結
果
を
無
視
す
る
柿

沼
議
員
は
議
決
結
果
を
尊
重
す
べ
き
議
会

議
員
を
辞
職
す
べ
き
と
し
た
勧
告
決
議
を

９
月
定
例
会
で
は
議
案
と
し
て
可
決
し
ま

し
た
。

昨年度まで開催の「野木町議会報告会」を「町民と議会による意見交換会」と
し、今まで以上に幅広く町民の皆様と情報共有を行なえるようリニューアル
することとしました。
本年度は、11月9日に野木町女性団体連絡協議会に加盟する団体の構成員
の方々との意見交換会を開催します。
女性ならではの視点を中心に議論を交わし、頂戴した意見を活かしながら、
議会活動をより充実させていこうと考えております。
今後も様々な視点からご意見を頂けるよう工夫を重ねて参りますので、皆
様のご協力をお願い致します。

昨年の議会報告会の様子

議会報告会をリニューアル

今後もたくさんの方々
よりご意見を頂戴した
いと思います。
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９
月
定
例
会
に
お
け
る
一
般
質
問
の
ペ
ー
ジ
で
す
。（
質
問
・
答
弁
と
も
に
質
問
者
が
作
成
）

展
開
が
期
待
さ
れ
、

町
の
活
性
化
の
一

助
に
な
る
と
考
え

て
い
る
。

町
内
で
民
泊

を
推
進
す
る

考
え
は
あ
る
か
。

平
成
30
年
７

月
27
日
現
在
、

県
内
で
31
件
が
受

理
さ
れ
、
野
木
町

の
事
業
者
が
１
件 問答

民
泊
施
設
が
増
え
れ
ば
、
移
住
定
住
に
繋
が
る
の
で
、

県
と
連
携
し
な
が
ら
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い

町
内
で
民
泊
を
推
進
す
る
考
え
は
あ
る
か

黒川　 広 議員

民
泊
に
つ
い
て
は
、

平
成
30
年
６
月
に

住
宅
宿
泊
事
業
法
が
施

行
さ
れ
、
各
地
で
条
例

制
定
が
活
発
化
し
て
き

て
お
り
、
国
に
お
い
て

も
地
方
自
治
体
が
条
例

を
定
め
る
際
の
指
針
を

公
表
し
て
い
る
。

　

つ
い
て
は
、
次
の
点

に
つ
い
て
伺
う
。

　

町
は
、民
泊
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

町
と
し
て
は
、
民

泊
事
業
に
よ
り
町

内
に
数
日
間
滞
在
す
る

こ
と
は
観
光
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
面
で
新
た
な

含
ま
れ
て
い
る
。
民
泊

施
設
が
増
え
、
多
く
の

方
に
野
木
町
を
訪
れ
て

い
た
だ
け
れ
ば
、
移
住

定
住
に
つ
な
が
る
と
期

待
し
て
い
る
。

　

取
り
組
む
事
業
者
に

対
し
、
県
と
連
携
し
な

が
ら
情
報
提
供
や
申
請

手
続
案
内
な
ど
の
サ
ポ

ー
ト
を
し
て
い
く
考
え

で
あ
る
。

町
内
で
民
泊
を
推

進
す
る
と
し
た
と

き
の
課
題
は
な
に
か
。

民
泊
事
業
を
営
む

上
で
課
題
に
な
っ

て
い
る
点
は
、
マ
ナ
ー

や
ゴ
ミ
問
題
な
ど
に
よ

る
近
隣
と
の
ト
ラ
ブ
ル

が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、

町
内
で
も
事
業
者
が
増

加
し
て
い
っ
た
場
合
、

違
法
な
営
業
や
住
民
同

士
の
ト
ラ
ブ
ル
へ
の
対

応
が
課
題
に
な
る
。

　

ま
た
、
観
光
目
的
で

の
民
泊
利
用
者
が
増
え

る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、

新
た
な
観
光
資
源
の
整

備
も
必
要
に
な
る
と
考

え
る
。今

後
、
他
の
地
方

自
治
体
の
よ
う
に

何
ら
か
の
条
例
を
制
定

す
る
考
え
は
あ
る
か
。

制
定
さ
れ
て
い
る

条
例
の
内
容
は
需

要
区
域
や
期
間
等
を
制

限
す
る
も
の
で
あ
り
、

県
に
確
認
し
た
が
、
県

自
体
は
考
え
て
い
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

町
と
し
て
も
、
現
在

の
民
泊
の
届
け
出
状
況

等
を
見
る
と
、
早
急
な

条
例
制
定
は
今
の
と
こ

ろ
考
え
て
い
な
い
。

　

条
例
を
制
定
す
る
こ

と
で
、
先
ん
じ
て
ト
ラ

ブ
ル
を
防
ぐ
と
い
う
こ

と
も
必
要
と
い
う
こ
と

も
あ
り
得
る
の
で
今
後
、

一
応
研
究
等
は
し
て
い

き
た
い
。

現
時
点
で
、
条
例

を
制
定
し
な
い
具

体
的
な
理
由
が
あ
れ
ば
、

そ
れ
は
な
に
か
。

県
で
は
現
時
点
で

は
条
例
の
制
定
を

行
わ
な
い
と
判
断
し
て

い
る
こ
と
、
ま
た
町
と

し
て
も
、
現
時
点
に
お

い
て
、
届
け
出
の
事
業

者
が
１
件
で
あ
っ
て
、

ト
ラ
ブ
ル
等
の
相
談
が

役
場
に
来
て
い
な
い
こ

こ
と
も
あ
り
今
後
、
規

制
す
る
必
要
が
あ
る
よ

う
な
事
態
に
な
っ
た
場

合
に
研
究
し
た
い
。

質 問 事 項
・平成29年度野木町人事行政
運営等の公表について

・「民泊」について

民泊の実現で国際性豊かなまちづくりを！
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議
員
が
町
政
に
関
す
る
質
問
を
し
て
い
ま
す
。

問答

河
川
の
氾
濫
な
ど
を
警
戒
し
、被
害
を
最
小
限
に

食
い
止
め
る
こ
と
を
目
的
に
作
成
し
て
い
ま
す

平
成
30
年
度
水
防
計
画
に
つ
い
て
伺
い
ま
す

坂口　進治　議員

水
防
計
画
の
変
更

点
に
つ
い
て
の
概

要
資
料
が
な
い
が
、
改

正
の
根
拠
・
趣
旨
・
理

由
を
伺
い
ま
す
。

本
町
の
水
防
計
画

に
つ
い
て
は
、
利

根
川
上
流
洪
水
対
策
計

画
書
並
び
に
栃
木
県
の

水
防
計
画
の
改
定
箇
所

を
も
と
に
、
町
の
責
任
、

居
住
者
等
の

義
務
、
重
要

水
防
箇
所
及

び
気
象
警
報

の
発
表
基
準

に
つ
い
て
修

正
し
ま
し
た
。

平
成
30
年
度
の
洪

水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
改
訂
に
関
し
て
、
ど

の
よ
う
な
変
更
を
す
る

の
か
伺
い
ま
す
。

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
中
に
、
国
・
県

の
基
準
を
盛
り
込
み
改

正
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

冊
子
タ
イ
プ
に
し
て
、

危
険
な
区
域
、
災
害
の

備
え
、
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

な
ど
を
一
冊
に
盛
込
み
、

避
難
情
報
が
一
目
瞭
然

に
出
来
る
よ
う
に
し
た

い
。

水
防
に
関
す
る
町

民
へ
の
周
知
方
法

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

平
常
時
の
備
え
と

し
て
平
成
28
年
12

月
に
災
害
時
避
難
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
、

洪
水
・
道
路
冠
水
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
を
、
各
戸
、

各
事
業
所
に
配
布
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
平
成
31
年
10

月
6
日
に
第
2
回
と
な

る
全
町
避
難
訓
練
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
そ
の

際
に
も
活
用
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

ど
こ
で
も
受
信
で

き
る
ポ
ケ
ベ
ル
が

全
国
21
市
区
町
村
で
、

利
用
さ
れ
て
い
る
が
、

野
木
町
で
は
利
用
す
る

考
え
は
。

運
用
に
は
お
金
が

掛
か
り
、
携
帯
電

話
が
普
及
し
て
い
る
の

で
、ポ
ケ
ベ
ル
に
つ
い
て

は
今
の
と
こ
ろ
整
備
す

る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

水
防
計
画
の
中
で
、

避
難
所
に
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
が
指
定
し

て
あ
る
が
、水
害
時
は
使

用
し
な
い
は
ず
で
す
が
。

老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
は
平
成
29
年
度

の
改
正
時
、
浸
水
想
定

区
域
に
あ
る
こ
と
か
ら

浸
水
時
の
避
難
所
一
覧

か
ら
は
除
い
た
と
こ
ろ

で
す
。
直
ち
に
修
正
を

し
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

質 問 事 項
・平成30年度水防計画について
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９
月
定
例
会
に
お
け
る
一
般
質
問
の
ペ
ー
ジ
で
す
。（
質
問
・
答
弁
と
も
に
質
問
者
が
作
成
）

問答

町
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
及
び
町
総
合
計
画
の
改

正
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
調
査
・
研
究
し
て
行
き
た
い

「
都
市
計
画
道
路
３・
４・７
号
小
山
野
木
線
」
開
通
後

の
周
辺
開
発
に
つ
い
て
伺
う

折原　勝夫　議員

都
市
計
画
道
路

３
・
４
・
７
号
小

山
野
木
線
は
、
小
山
市

街
地
の
環
状
線
と
間
々

田
、若
林
、潤
島
、丸
林
、

さ
ら
に
野
木
町
の
南
端

を
結
ぶ
総
延
長
11
・
7

㎞
で
茨
城
県
古
河
へ
直

結
す
る
も
の
で
す
。

道
路
開
通
後
の
町
民
生

活
へ
の
影
響（
効
果
）に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

通
勤
や
買
い
物
等

の
時
間
短
縮
が
図

ら
れ
、
利
便
性
が
大
き

く
向
上
す
る
と
共
に
、

小
山
警
察
署
、
小
山
市

消
防
本
部
、
新
小
山
市

民
病
院
等
へ
の
ア
ク
セ

ス
が
非
常
に
便
利
に
な

り
、安
全
・
安
心
に
寄
与

で
き
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

新
道
が
整
備
さ
れ

る
地
域
に
あ
る
友

沼
小
学
校
は
、
児
童
数

の
少
な
い
学
校
で
す
。

　

新
道
沿
線
に
宅
地
開

発
を
し
て
、
子
ど
も
た

ち
に
沢
山
お
友
達
を
作

っ
て
あ
げ
る
こ
と
は
で

き
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

例
え
ば
、
新
道
と
町

道
一
級
幹
線
５
号
線

（
友
沼
・
佐
川
野
線
）が

交
差
す
る
南
側
、
丸
林

と
潤
島
の
市
街
化
区
域

に
隣
接
す
る
農
地
に
特

区
を
設
け
て
住
宅
を
建

て
ら
れ
る
よ
う
に
す
る

の
で
す
。

現
在
、
こ
の
潤
島

地
区
は
、
特
区
と

な
る
前
提
と
し
て
の
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
で
の
位
置
付
け
や
イ

ン
フ
ラ
整
備
等
の
条
件

を
満
た
し
て
お
ら
ず
、

特
区
編
入
は
難
し
く
、

宅
地
開
発
は
出
来
な
い

状
況
で
す
。

「
道
の
駅
」設
置
に

関
し
て
、
私
の
道

の
駅
構
想
を
提
案
し
ま

す
。

　

木
陰
に
建
つ
道
の

駅
、
木
洩
れ
日
と
木
々

の
緑
が
、心
を
癒
す「
杜

の
駅
」で
す
。

　

場
所
は
、
今
回
取
り

上
げ
て
い
る
新
道
沿
線

の
平
地
林
。

　

小
山
・
野
木
・
古
河

を
縦
断
す
る
道
路
の
沿

線
と
い
う
こ
と
か
ら
集

客
の
可
能
性
が
あ
る
。

　

平
地
林
の
緑
に
よ
る

癒
し
効
果
が
期
待
さ
れ
、

沿
線
市
街
地
の
オ
ア
シ

ス
と
し
て
楽
し
ん
で
頂

け
る
。

　

直
売
所
等
を
中
心
に
、

ち
ょ
っ
と
し
た
レ
ス
ト

ラ
ン
を
併
設
し
、
他
の

道
の
駅
を
ま
ね
る
の
で

は
な
く
、
町
財
政
と
後

世
へ
の
負
担
を
考
慮
し

た
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
道

の
駅
は
、
ど
う
で
し
ょ

う
か
？森

の
中
に
つ
く
る

よ
う
な
イ
メ
ー
ジ

の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
良

い
と
思
い
ま
す
が
、
未

開
通
の
新
道
の
交
通
量

と
集
客
、
土
地
利
用

計
画
と
の
整
合
性
等
、

様
々
な
観
点
か
ら
今
後

引
き
続
き
調
査
・
研
究

し
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。

質 問 事 項
・都市計画道路３・４・７号
小山野木線の開通が本町に
及ぼす影響（効果）について

・「道の駅」設置について
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議
員
が
町
政
に
関
す
る
質
問
を
し
て
い
ま
す
。

問答

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
を
一
層
充
実
さ
せ
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教

育
や
小
学
校
英
語
科
等
へ
の
対
応
を
図
っ
て
い
き
た
い

新
学
習
指
導
要
領
の
円
滑
な
実
施
と
学
校
に
お
け
る

働
き
方
改
革
の
た
め
の
環
境
整
備
に
つ
い
て
伺
う

野本　新一　議員

新
学
習
指
導
要
領

の
実
施
に
向
け

て
、
今
後
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境

を
ど
の
よ
う
な
計
画
で

整
備
し
て
い
く
の
か
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

町
で
は
、
デ
ス
ク

ト
ッ
プ
パ
ソ
コ
ン

及
び
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
各

校
に
１
ク
ラ
ス
分
ず
つ
、

７
校
で
２
４
０
台
、
電

子
黒
板
機
能
付
液
晶
プ

ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
や
実
物

投
影
機
を
各
校
３
台
ず

つ
整
備
し
て
き
ま
し
た
。

　

国
に
お
い
て
新
た
な

整
備
方
針
が
示
さ
れ
た

の
で
、
こ
れ
ら
に
基
づ

き
、
来
期
、
小
学
校
及

び
２
つ
の
中
学
校
に
、

さ
ら
に
１
ク
ラ
ス
分
の

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
配
備
と

教
職
員
一
人
１
台
の
整

備
を
検
討
し
ま
す
。

学
校
に
お
け
る
働

き
方
改
革
を
踏
ま

え
、
今
回
の
新
学
習
指

導
要
領
の
理
念
で
も
あ

る「
社
会
に
開
か
れ
た

教
育
課
程
」の
関
連
で
、

小
学
校
英
語
科
と
小
学

校
理
科
の
学
習
補
助
員

に
つ
い
て
、基
本
的
な
考

え
を
お
聞
き
し
ま
す
。

専
門
ス
タ
ッ
フ
、

外
部
人
材
の
活
用

に
つ
い
て
、
小
学
校
英

語
科
の
学
習
補
助
員
や

小
学
校
理
科
の
学
習
補

助
員
に
関
し
て
は
、
学

校
の
働
き
方
改
革
と
い

う
議
題
で
必
要
に
応
じ

て
、
学
習
指
導
補
助
員

を
含
め
て
学
校
運
営
協

議
会
で
協
議
し
、
協
力

体
制
を
構
築
し
て
い
く

こ
と
も
１
つ
の
方
法
と

思
っ
て
い
ま
す
。

野
木
町
教
育
委
員

会
の
点
検
評
価
報

告
書
に
は「
小
学
校
教

師
は
、
英
語
力
向
上
」

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

小
学
校
の
先
生
方
の
英

語
の
指
導
力
を
ど
の
よ

う
に
高
め
て
い
く
の
で

し
ょ
う
か
。

新
学
習
指
導
要
領

で
は
、
五
・
六
年

生
は
英
語
科
、
三
・
四

年
生
は
英
語
活
動
と
必

須
に
な
り
ま
し
た
。

　

小
学
校
の
先
生
方
全

体
の
英
語
力
向
上
は
、

こ
れ
か
ら
も
図
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

英
語
が
教
科
に
な

る
と
評
価
が
あ

り
、責
任
も
あ
り
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
頼
っ

て
い
い
の
か
、
広
く
人

材
を
募
る
と
い
う
意
味

で
も
、
非
常
勤
と
し
て

報
酬
も
保
障
す
べ
き
だ

と
思
い
ま
す
。

　

全
国
的
に
、英
語
の

先
生
が
不
足
し
て
い
ま

す
。
よ
り
条
件
の
い
い

と
こ
ろ
へ
人
は
流
れ
ま

す
。財
政
が
苦
し
い
と

こ
ろ
で
す
が
、
非
常
勤

の
立
場
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
立
場
に
つ
い
て
の

考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。人

材
の
確
保
は
本

当
に
大
き
な
課
題

だ
と
思
い
ま
す
。
英
語

が
堪
能
だ
か
ら
と
い
っ

て
、
教
育
現
場
に
適
し

て
い
る
か
と
い
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
し
、
様
々

な
面
で
そ
の
確
保
は
課

題
が
あ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。
必
要
性
を
十
分

話
し
合
い
な
が
ら
進
め

て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

質 問 事 項
・新学習指導要領の円滑な
実施と学校における働き
方改革のための環境整備
について
・野木町奨学金について
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９
月
定
例
会
に
お
け
る
一
般
質
問
の
ペ
ー
ジ
で
す
。（
質
問
・
答
弁
と
も
に
質
問
者
が
作
成
）

問答

レ
ン
ガ
工
場
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
場
と
し
て
使
用
さ

れ
て
い
た
時
の
ガ
ラ
が
出
て
き
た
た
め
で
す

レ
ン
ガ
窯
周
辺
整
備
工
事
で
は
、
入
札
契
約
後
に
多

額
の
増
額
変
更
が
多
す
ぎ
る
が
、
な
ぜ
か

宮﨑美知子　議員

レ
ン
ガ
窯
修
復
工

事
と
交
流
セ
ン
タ

ー
建
築
費
等
で
10
億
５

千
万
円
を
超
え
ま
し
た
。

そ
の
、
窯
修
復
工
事
を

除
く
百
万
円
以
上
の
請

負
工
事
19
件
の
内
①
レ

ン
ガ
窯
外
構
工
事
②
レ

ン
ガ
窯
活
性
化
工
事
③

交
流
セ
ン
タ
ー
建
築
工

事
④
駐
車
場
工
事
等
、

７
件
で
契
約
変
更
が
あ

り
ま
し
た
。

①
レ
ン
ガ
窯
外
構
工
事

は
町
内
業
者
に
２
分
割

発
注
。
そ
の
契
約
合
計

額
は
３
６
０
０
万
円
。

そ
れ
が
、
約
１
０
０
０

万
円
増
の
４
６
０
０
万

円
に
契
約
変
更
さ
れ
ま

し
た
。
②
レ
ン
ガ
窯
活

性
化
工
事
は
２
５
０
万

円
増
の
１
９
０
０
万
円

に
変
更
。
こ
れ
ら
は
１

１
６
０
万
円
で
設
計
委

託
も
し
て
い
ま
す
。
な

ぜ
、変
更
な
の
で
す
か
。

レ
ン
ガ
窯
外
構
工

事
の
変
更
は
、
レ

ン
ガ
工
場
や
コ
ン
ク
リ

ー
ト
工
場
と
し
て
使
用

さ
れ
て
い
た
土
地
だ
っ

た
の
で
、
地
面
を
掘
削

し
た
際
、
レ
ン
ガ
殻
と

コ
ン
ク
リ
ー
ト
殻
が
含

ま
れ
て
い
た
た
め
、
そ

の
処
分
費
が
増
額
と
な

り
ま
し
た
。

　

活
性
化
工
事
は
、
窯

修
復
工
事
中
に
発
見
さ

れ
た
、
ロ
ス
ト
ル
と
呼

ば
れ
る
点
火
設
備
部
分

を
作
っ
た
た
め
で
す
。

入
札
結
果
は
尊
重

す
べ
き
で
、
安
易

に
認
め
ら
れ
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
３
割
近
い
多

額
の
変
更
契
約
は
、
競

争
入
札
の
否
定
に
な
り

ま
せ
ん
か
。

町
で
も
基
準
を
定

め
て
お
り
、
否
定

に
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。

町
に
は
、
現
場
状

況
に
対
応
で
き
る

だ
け
の
建
築
・
土
木
の

専
門
職
員
は
い
ま
す
か
。

土
木
技
師
は
２
名
、

建
築
技
師
は
い
ま

せ
ん
。③

交
流
セ
ン
タ
ー

駐
車
場
工
事
は
４

０
９
万
円
増
の
３
６
０

０
万
円
強
に
変
更
契
約
。

請
負
率
を
か
け
な
い
実

際
の
変
更
額
は
４
８
０

万
円
で
す
。
実
施
設
計

業
社
に
は
、
他
に
も
隣

接
広
場
の
実
施
設
計
等
、

１
１
７
０
万
円
を
支
出

し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
入
札
前
に

明
ら
か
に
な
ら
な
い
の

で
す
か地

面
の
中
は
把
握

で
き
ま
せ
ん
。
当

初
設
計
は
土
の
想
定
で

設
計
。
工
事
を
進
め
る

中
で
殻
が
ど
の
位
あ
っ

た
の
か
、
数
量
を
確
定

し
、
変
更
契
約
を
か
け

た
数
字
だ
と
思
い
ま
す
。

今
後
の
新
た
な
施

設
整
備
に
つ
い
て

伺
う
。

体
験
学
習
施
設
整

備
を
検
討
し
て
い

ま
す
。質 問 事 項

・煉瓦窯修復工事、交流センタ
ー建築工事と、それらに係る
整備事業に関して

レンガ窯外構工事
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議
員
が
町
政
に
関
す
る
質
問
を
し
て
い
ま
す
。

問答

国
、
県
の
補
助
金
を
活
用
し
基
金
や
地
方
債
等
で
充

当
す
る

大
型
事
業
が
見
込
ま
れ
る
三
十
一
年
度
予
算
編
成
の

財
源
に
つ
い
て

眞瀬　薫正　議員

財
政
計
画
の
進
行

状
況
に
つ
い
て
伺

う
。

二
十
七
年
度
、
二

十
八
年
度
、
二
十

九
年
度
は
計
画
額
を
超

え
た
決
算
と
な
り
ま
し

た
。
要
因
は
大
雪
被
害

や
関
東
東
北
豪
雨
、
友

沼
小
校
舎
改
修
等
の
費

用
、
ま
た
人
件
費
や
扶

助
費
等
の
義
務
的
経
費

の
増
大
に
よ
り
各
基
金

の
繰
り
入
れ
で
対
処
し

ま
し
た
。

今
後
義
務
的
経
費

は
ど
の
よ
う
に
推

移
す
る
の
か
伺
う
。

扶
助
費
、
公
債
費
、

人
件
費
を
含
め
て

上
昇
傾
向
に
あ
る
と
見

込
ん
で
い
ま
す
。

今
後
基
金
の
積
み

増
し
は
で
き
る
の

か
。

な
か
な
か
増
や
す

の
は
難
し
い
。

三
十
一
年
度
予
算

編
成
と
財
源
に
つ

い
て
伺
う
。

扶
助
費
等
義
務
的

経
費
が
大
幅
に
増

加
し
、
第
二
工
業
団
地

整
備
や
第
一
松
原
踏
切

拡
幅
工
事
等
、
投
資
的

大
型
事
業
を
見
込
ん
で

い
る
た
め
、
国
、
県
の

補
助
金
や
財
政
調
整
基

金
、
地
方
債
な
ど
充
当

し
な
が
ら
対
処
し
ま
す
。

ま
た
本
年
度
以
上
に
事

業
の
見
直
し
や
削
減
を

実
施
し
ま
す
。
重
点
事

業
を
十
分
に
精
査
し
た

予
算
編
成
に
努
め
ま
す
。

各
事
業
を
精
査
し

削
減
努
力
を
し
て

お
る
が
今
後
も
続
け
る

の
か
伺
う
。

消
費
税
の
引
き
上

げ
が
予
定
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
厳
し
い

財
政
状
況
が
続
く
と
思

わ
れ
ま
す
。
各
事
業
の

見
直
し
や
削
減
は
こ
れ

か
ら
も
継
続
し
、
各
事

業
の
優
先
順
位
を
も
と

に
財
政
計
画
を
立
て
る

と
と
も
に
、
ス
ク
ラ
ッ

プ
ア
ン
ド
ビ
ル
ド
の
徹

底
を
図
り
持
続
可
能
な

財
政
運
営
を
図
っ
て
ま

い
り
た
い
。

国
か
ら
臨
時
財
政

対
策
債
の
縮
減
が

図
ら
れ
た
と
答
弁
が
あ

っ
た
が
伺
う
。

国
の
方
で
は
地
方

交
付
税
と
臨
時
財

政
対
策
債
に
つ
い
て
縮

減
と
い
う
こ
と
で
地
方

の
財
源
を
予
算
組
み
を

し
て
お
り
、
そ
の
影
響

を
受
け
、
国
の
指
示
に

基
づ
い
た
積
算
を
す
る

と
臨
時
財
政
対
策
債
は

減
少
し
ま
す
。

質 問 事 項
・財政状況について

野木第二工業団地整備
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特 集「決 算 審 議」
９月定例会において、予算決算常任委員会が平成29年度の各会計に関する決算の認
定を審議し、実質的な運営がはじまりました。
委員会審議は３日間で、２日間にわたる各課単位の概要説明と質疑応答を行った後、
最終日には総括質疑、決算認定に関する賛否の意見集約、委員会審議結果の表決を行い
ました。
今回は、特に質疑や意見が多かった「一般会計」に関する審議の状況を紹介いたします。

○各課への個別質疑
政策課
　地方債償還には地方交付税が補填されているの
か。
　一般財源である地方交付税の算定基礎にあたる
「基準財政需要額」に地方債償還分が含まれている
が、国の予算配分の関係で交付実額が変動し、そ
の明細が示されない為、実際の補填額は明示でき
ない。

未来開発課
　定住促進事業の検証は行っているか。
　多岐にわたる分野から各課が協力し、町の総合
力で対応することで促進できるものと考えており、
本課における喫緊の課題としては、空き家バンク
の創設と登録できる物件の把握と捉えている。
都市整備課
　公園施設の劣化を確認する作業は職員の目視で
十分ではないか。地域住民の利便性を含めて公園
をどの様に管理するかを検討しなければ高額な委
託料を支出する意味がない。
　現在の公園遊具等の設備点検に併せて植樹やト
イレなど総合的に検証し、今後の公園の在り方を
含めて検討を進め、地元区長等との相談を踏まえ
つつ町民に愛される公園づくりを進めたいと考え
ている。

産業課
　デスティネーションキャンペーン関連県補助金
について費用対効果はどうであったか。
　数値で根拠を示すことは難しいが、ひまわりフ
ェスティバルの案内や「のぎめしの紹介など、情
報発信には効果的で、冊子を見て観光に訪れる方
が増えることを期待する。

こども教育課
　小中学校施設改修事業について、南赤塚小学校
改修のみで200万円を超えているが、大規模改修

が完了している割には他の学校と比べて偏重して
いないか。
　給食室は大規模改修対象外施設である。

生涯学習課
　文化財保護調査事業の成果をどのように評価し
ているか。
　野木神社の県指定文化財登録申請まで至った。

○総括質疑
　利用者の実態や運営費の負担を鑑みるに、健康
センターについては存続を含めた今後の在り方に
ついて検討されてはどうか。
　公共施設管理計画で検討しており、費用対効果
や公益性などの総合的見地で検証している。
　義務教育施設整備基金繰入金が地方債償還に充
てられているが、基金運用上適正な取り扱いであ
るのか。
　基本条例で規定している。
　財政力指数の算定経緯と意味を教示されたい。
　「財政力指数は地方交付税算定に用いる基礎数
値であり、平成29年度における基準財政需要額
は38億5886万円、基準財政収入額は33億955万
円である。なお、財政力指数が高い自治体は一般
的に財政健全度が高いと判断される。

○意見集約
　特段不認定とする積極的理由は見当たらない。
　不適切な流用や支出行為は見当たらず「認定す
べき」と考える。
　これまでの質疑で大方の理解は得られ不認定と
する理由がない。
※意見集約時における反対意見はありませんでした。
委員会審議結果
表決を行った結果、12対１で「認定すべき」と決
しました。
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シリーズ　　「議会のおしごと」⑥

○議会はどんなところで話し合いをしているの？議場はどこにあるの？

議場と委員会室

野木町議会の運営は、主に野木町庁舎の本館３階で行っています。
定例会や臨時会などの本会議は「議場」で行い、常任委員会や議会運営委員会、議員全員協議会な

どの議員で構成する様々な組織の会議は委員会室で行います。
今回は、議会活動の中心となっている役場３階のフロアについて紹介します。

本会議場

議会の本会議を開催する会議場です。
議員は執行部（町長、副町長、教育長、幹部職員）と

正面から向き合い、議案審議や一般質問を行います。
議長は、議員と正対した高い位置から議場全体を見

渡します。

第一委員会室

議会全員協議会や総務経済常任委員会、予算決算常
任委員会などを開催します。

第二委員会室

第一委員会室よりもコンパクトなつくりです。
議会運営委員会や文教民生常任委員会、議会だより

編集委員会などを開催します。

議員控室

長い会議の合間に休憩や議員間で
の意見交換をする場所として利用し
ます。

議　　　　場

第一委員会室

第二委員会室 議員控室本館３階の配置図



（18）

議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か
。
次
回
の
定
例
会
は
12
月
６
日
か
ら
開
催
予
定
で
す
。

各 議 案 に 対 す る 賛 否 （議長を除く）

（賛否の分かれた案件のみ記載しています。他の案件は全員賛成で可決されました。）

議　員

議案等

宮
﨑
美
知
子

眞
瀬　
薫
正

小
杉　
史
朗

舘
野　
孝
良

長
澤　
晴
男

柿
沼　
　
守

坂
口　
進
治

黒
川　
　
広

折
原　
勝
夫

野
本　
新
一

松
本　
光
司

針
谷　
武
夫

小
泉　
良
一

賛　
　
成

反　
　
対

採
決
結
果

平成３０年９月定例会

平成29年度一般会計歳入歳出決算の認定 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12 1 認定

平成30年度介護保険特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12 1 可決

柿沼守議員に対する議員辞職勧告決議案 × ○ ○ ○ × − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10 2 可決

平成30年度野木町一般会計補正予算（第２号）〈追加議案〉 × ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10 3 可決

東海第二原発の稼動延長を認めない意見書の提出を求め
る陳情 ○ × × × × ○ ○ × × × × × × 3 10 不採

択
難病医療費助成制度の改善を求める国への意見書提出に
関する陳情書 ○ × × × ○ ○ ○ × × ○ × × × 5 8 不採

択
※表内の○は賛成、×は反対、△は離席による採決不参加、−は除斥

主 な 議 会 ス ケ ジ ュ ー ル

　11月〜 12月の活動予定　
11月	 ５日	 交通安全早朝街頭啓発活動
	 ９日	 町民と議会による意見交換会
	 15日	 平成30年度七歳合同祝
	 16日	 議会運営委員会
	 18日	 平成30年度野木町学校教育祭式典・表

彰・発表会
	 26日	 議会全員協議会
	 27日	 栃木県町村議会議員研修会
12月	 ３日	 交通安全早朝街頭啓発活動
	 ６日	 第４回野木町議会定例会（会期未定）
※活動予定は編集時現在の日程を記載しておりま
すので、変更・追加されることがあります。

　9月〜 10月の活動記録　
９月	４日	 交通安全早朝街頭啓発活動
	 ５日	 第３回野木町議会定例会（～ 19日）
	 25日	 中学生海外派遣団報告会
	 28日	 野木町敬老会
10月	１日	 議会全員協議会
	 ４日	 総務経済常任委員会所管事務調査（視察）

（～５日）
	 10日	 議会運営委員会
	 11日	 文教民生常任委員会所管事務調査（視察）

（～ 12日）
	 15日	 議会全員協議会
	 25日	 議会運営委員会所管事務調査（視察）

（～ 26日）
	 28日	 平成30年度野木町消防団通常点検 ＊ 編 集 後 記 ＊

予算決算常任委員会が始動しました。決算審
議を議場ではなく第一委員会室で各課ごとに行
うなど、議会が様変わり致しました。委員長は
最終日の本会議での報告量も多く、大変だった
と思います。
今号は、その質疑答弁や久しぶりの陳情審議、
また、6名の議員の各テーマに沿った一般質問
も、町行政情報として読み応え十分です。ぜひ
ご一読ください。軽妙な表紙にも注目です。
さて、この夏は大変な酷暑でした。
そんな一日、ふるさとに帰り、ふるさとの見
事な山百合に心癒されました。
　　天台の古刹に山百合楚々として
　　　　　　　　絵手紙呉れし母影恋し
今年も残すところ二か月となりました。
皆さま、どうぞご自愛ください。

議会だより編集委員　宮﨑　美知子
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